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実務者養成施設の介護過程毒事(J)事案予言内容における留意点について

改正後の社会福祉士及び介護福祉士法第� 40~高 2滋第 5号i二規定する実務省養成施設の各科

包における「教育に含むべき事項」及び「葦IJ遼関糠Jについては、「社会福祉士養成施設及び介

護領祉士幾成施設の設置及び運営に係る指針についてj(平成 20年3 Fl28 B社援発第0328∞1

号厚生労働省社会膨援護局長通知〕にてお示ししているところですが、技術に係る生活支援技

術、コミニLニケーション技術、知識と技術を一体約に行う介護課程の教育内容について、各事総

務者養成施設において教育を実施する擦に留意していただ轡たい点iこつきまして、別j添のとお

り参考までにまき号訴しいたします。

つきましては、各地方淳主主{支}局におかれ3ましでは、管内の実務者養成施設にま草して、� j議

長話いただき2ますようお綴いいたします。� 
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別添

科目(時間数) 教務!こ含むべき事項 蓋IJ滋!13標 留意点

コミュエケーシ議ン 舎介護におけるコミ 。ホj潟幸吉� a 芸家族とのコミュニケーシヨン・相� 1 「紙上演習(プロセスレコード等)j議事を

設術 ュニケーション技ト談援助の技争!守護?修得している。 行うことにより、生徒が自身のコミュニケ� 

(20 ft寺間〉 季好 。援助関係a:機多躍し、ニーズや意欲を習|安出 …シ羽ン按術を客観視し、検証できるよう

等分議場箇における すことがで務{). な内軍事を含む。

利用者剛家族との� 0利用者の感覚・� i緩動・認知等の機能に応、じ

コミュニケーショ たコミュニケ…ションの技法を選択し活

、;.，t 用で寄る。

ゆ介畿におけるチー� 0状況や閤約に応じた記録、報告、会議等で

ムのコミュニケー の情報の共有化ができる。

シ滋ン

生活支援技術� I (j)主主活支援と IGF 。生活支緩における� lCFの意義と枠組みを理� ri滋学課様Jにおいては、利用者の状態� 

(20 ft寺爵〉 ミ号ボディメカニクス 解している。 像の変化にあわせた生活支援技術が習得

の活用� 0ボディメカニクスを活用した介護の原則 で2普るよう、自立(見守り入学介助、会

争ゴ?緩t支脅すの基本 を理解� i，J S健施できる。 介助などの状態像を設定した技術渓替変

(移動・移乗、食 0介護技術の3基本(移動・移乗‘食事、入浴・ 行う肉筆撃を含む。

守， 入浴・清潔保 清潔保持、排減、理費脱、禁容、口腔清潔、� ri議{議主体の霊祭稜iにおいては、紙上渓

持、排池、着脱、 家事援助等)を修得している。 習書撃により、李IJ潟宅ぎの状態像i二応じたさ主治

愁軍事、 口腔;青j菜、� 0居住環境の繋然、徳社用具(])活用等によ 支援技術の留窓点を理解できるように配� 
e¥ 

家事援助等〕 り、利用者のま譲渡を繋備する視点・蜜意点 慮ずる。

劣環境獲{籍、福祉用 を理解している。

選翼活用等の後五議� 

l"生活支援技術立 i舎利用者の心身鍬� 0以下について、利用翁の心身の状態に合わ 生活支機技術の根拠となる知識と技術� 

(30持関〉 況に合わせた介 せた介護、裕社潟奥毒事の活用、環境整備を とを給ぴ付けて技術を習得できるよう、� 
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「こころとからだのしくみ� IJを理解した

うえで学習するように、諜稜線成に配慮す;

・食事 る。� 

・入浴網漁潔保持 f還さ詳課程j においては、根拠を確認し

番努~j滋 ながら生活支援技術の演習を行う内容を

・湾警税、聖護容、口控清潔 含む。� 

介護i島幸霊� i 

(20 a寺務〉

介護遇総攻� 

(25時間)

-着鋭、議容、口 ・経娘

腔清潔 終末期の介護

個� E重眠

-終来期の介護 

1
(1)介錦繍釣 (o介護過穏の閤約意義援繍和解し て

知識 いる。

号介護過程の股開� o介護過程を踏家え、目標に沿って針路的に

⑤介護過程とチーム! 介護を行う。

アブローチ	 10チームで介護過程を差是療するための情報� 

i共有の方法、各磯護の役苦手jを緩解してい� 

i る。

介護過程の展開の案� .0情報収集、アセスメント、介幾針悶立案、

際� | 実施、モニタリング、介護計額の見直しを

①利用者の状態(棒� l 行うことができる。

害、妥介護選定、器産� j

療依存度、滋伎の


場、家族の状況毒事)


について害事例を設


ri滋償主体の課稜j においては、生穫が

事総務において根拠を踏まえた介護を行う

諜穏を与える等、実務省研修で学んだ知

識・技桁を実施することで、確実iこ知識・

技術習得できるよう配慮する。� 

事移IJを設定した「紙上演習j や実務にお

ける介緩滋穫の展関経巡後家と事ちさせる

毒事‘主主後が介護過程の獲僚について、具体

約・実際的に検討する内容後含む。� 
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定し、介護漁綴を

展開させる。

奇観察のポイント、

安会被保・務故防

止、宮家旋支援、総

機関との逮携議事に

ついても考察させ

る。

介護過程涯〈スクー;告介護過程の議室織の 。笑務者研修課程で学んだ知識・技術を篠宮緩 箇接授業は、養成課程における知識"技術 i

リング} 実際 に修繕し、活黒できる。 を活用しさまざまな状況に対応できる思考

、 (45善寺鶴〉 -多様な率伊j絞殺 。知識毒技脅すを総合的に活用し、利用者の心 カ網実践カを育成するこたを図的t:9る。こ

定し、介護漁稜 身の状況等に応じて介護過濯を展開し、子長 のため、直接授業iま学習が-5E遂行した潔穏

を展問合せると 統的な介護(アセスメント、介護百十郎な案、 の後半を中心j二、介護過程廷の学習と緩み会

ともに、知識・ 実施、モニタリング、介護計簡の;e箆し等) わせて行うよう、課程綴成iこ配慮する。

技術を総合的に を提供できる。 CD介護過程の展第

活用した分析 。介護計箇を踏まえ、安全確保属事故防lL 多様な事W1Jを用いて、グループワークや

カ・応用力安野 家族との連携・支援、他綴種、総機績との ロールブレイにより、理論と実践を結び付

価する。 連携そを行うことができる。 けて実践約に介護過程皇室開の恕導方法省f 
@介護技術の評繍 1]。知識・技術を総合的に活用し、手 煎殺の心 学べるよう配慮する。

-介護技術の潔毒患 長警の状況等i二r.tじた介護を行うことがでくZ介護技術の評価

原践の修得・ きる。 利用者の状態に応じた、根拠に義づく介

践とともに、全員 議技術があるかどうかを、技術演習、評俗

事装集筏待すを総合 項目、口頭試問等により、線羅約に知識・

的に活用した事1] 技術を評価する。

断力、応用カを 後知識書事の習得度の評価 
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評領する。 テスト等により、害総務翁養成施設の全て

の科尽の教育内容について、知識者撃の習得

度をE平価する。� 

: 科医燭の鶴{系を考慮し、実務経験と実務省懇話主総設における教員内容とを結び付けた段階的な学習が行われるように、適切な緩

修織務、履修スケジューんを設定する。� 

2‘ f通信主体の課程j においては、例えば、集後が爽務省泰成施設において習得した知識・技術を踏まえて実務における諜緩を行

い、依脅から評価を受ける、紙Jニ演習を行う毒事、教材による単なる知識習得にとどまらない実践的な学留となるように配綴ずる。

白ゾ� 
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